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ABSTRAK 

Mempelajari dan memahami tata bahasa yang benar dalam bahasa Jepang menjadi salah satu hal 

terpenting. Pembelajar harus memahami tata bahasa yang tepat dan benar sesuai dengan ketentuan 

yang berlaku. Namun dalam prakteknya materi tentang tata bahasa menjadi salah satu masalah yang 

menimnbulkan kesulitan bagi para pembelajar. Penggunaan smartphone dapat mendukung serta 

mempermudah dalam proses pembelajaran. Berbagai aplikasi pembelajaran sudah tersedia salah 

satunya aplikasi Hey Japan:Learn Japanese. Tujuan dari penelitian ini yaitu untuk mengetahui 

pengaruh dari penerapan media aplikasi Hey Jepang dalam pembelajaran tata bahasa Jepang dasar 

serta tanggapaan siswa terhadap penggunaan media tersebut. Metode penelitian yang digunakan 

adalah kuasi eksperimen dengan menggunakan one group pretest-posttest design. Populasi dan 

sempel penelitian ini yaitu 26 siswa kelas X-2 SMA Percontohan (Labschool) UPI tahun ajaran 

2022-2023. Instumen yang digunakan dalam penelitian ini yaitu, tes, angket dan lembar observasi. 

Penelitian ini dilaksakanan sebanyak 5 kali pertemuan dengan 3 kali treatment. Berdasarkan hasil 

analisis data, diperoleh nilai rata-rata pre-test 41, 61 dan post-test 87,61, t-hitung 14,23 sedangkan 

t-tabel untuk db (25) dengan taraf signifikan 5% = 2,06 dan t-tabel dengan taraf signifikan 1% = 

2,79. Dan dapat disimpulkan bahwa t-hitung lebih besar daripada t-tabel, maka hipotesis kerja (Hk) 

diterima. Berdasarkan hasil analisis angket, sebagian besar siswa memberikan respon positif 

terhadap aplikasi HeyJapan sehingga media pembelajaran berbasis aplikasi smartpohne ini dapat  

dapat dijadikan alternatif sebagai media belajar bahasa Jepang khususnya pada pembelajaran tata 

bahasa  yang menarik, mudah digunakan dan fleksibel. 

Kata Kunci: Media, aplikasi, Hey Japan:Learn Japanese, Pembelajaran Tata Bahasa 
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UTILIZATION OF HEY JAPAN:LEARN JAPANESE APPLICATION FOR 

LEARNING BASIC JAPANESE GRAMMAR 

Risti Maulidiah Permana 

1908942 

ABSTRACT 

Learning and understanding correct grammar in Japanese is one of the most important things. 

Learners must understand proper grammar in accordance with the applicable regulations. However, 

in practice, the material about grammar becomes one of the problems that cause difficulties for 

learners. Grammar is one of the problems that cause difficulties for learners. The use of 

smartphones can support and facilitate the learning process. Various learning applications are 

available, one of which is the Hey Japan: Learn Japanese application. The purpose of this study 

was to determine the effect of the application of Hey Japan application media in learning basic 

Japanese grammar and students' responses to the use of the media. The research method used was 

quasi-experiment using one group pretest-posttest design. The population and sample of this study 

were 26 students of class X-2 of UPI Pilot High School (Labschool) in the 2022-2023 school year. 

The instruments used in this study are tests, questionnaires and observation sheets. This research 

was conducted for 5 meetings with 3 treatments. Based on the results of data analysis, the average 

value of pre-test 41, 61 and post-test 87.61, t-count 14.23 while t-table for db (25) with a significant 

level of 5% = 2.06 and t-table with a significant level of 1% = 2.79. And it can be concluded that 

the t-count is greater than the t-table, so the working hypothesis (Hk) is accepted. Based on the 

results of the questionnaire analysis, most students gave a positive response to the Hey Japan 

application so that this smartpohne application-based learning media can be used as an alternative 

as a medium for learning Japanese, especially in learning grammar that is interesting, easy to use 

and flexible. 

 Keywords: Media, Application, Hey Japan:Learn Japanese, Grammar Learning 
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日本語の文法の基礎 Hey Japanアプリを活用。 

リスティ・マウリディア・ペルマナ 

１９０８９４２ 

要旨 

日本語の正しい文法を学び、理解することは最も重要なことの一つである。学習

者は正しい文法を理解し、一般的なルールに従った正しい文法を身につけなけれ

ばなりません。しかし実際には、文法は学習者を苦しめる問題のひとつである。

スマートフォンの使用は、学習プロセスをサポートし、促進することができる。

様々な学習アプリケーションが利用可能であり、その一つが Hey Japan: Learn 

Japanese アプリである。本研究の目的は、日本語の基礎文法学習における Hey 

Japan のアプリケーション・メディアの活用の効果と、これらのメディアの活用

に対する生徒の回答を明らかにすることである。研究方法は、2022-2023 年度の

Labschool UPIの X-2クラスの高校生 26人をサンプルとした準実験である。本研

究で使用した手段は、テスト、アンケート、観察シートである。本研究は、3 回

の治療で 5回のミーティングを行った。データ分析の結果、事前テストの平均値

41,61、事後テストの平均値 87.61、tカウント 14.23に対し、有意水準 5％の db(25)

の t表＝2.06、有意水準 1％の t表＝2.79であり、tカウントの方が t表より大きい

と結論づけられ、作業仮説(Hk)が受け入れられる。アンケートの分析結果による

と、ほとんどの生徒が「Hey Japan」アプリケーションに肯定的な反応を示して

おり、このスマートフォン用アプリケーションを利用した学習メディアは、日本

語学習、特に興味深く、使いやすく、柔軟性のある文法学習のための代替メディ

アとして利用することができる。 

キーワード： メディア、アプリケーション、Hey Japan、文法学習 
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日本語の文法の基礎 Hey Japan アプリを活用。 

リスティ・マウリディア・ペルマナ 

１９０８９４２ 

A. はじめに 

    テクノロジーと情報の急速な進歩は、学習教材の提供をサポートするこ

とができる。スマートフォンでダウンロードできる様々なアプリケーショ

ンは、確かに学習を進める上で非常に役に立つ。革新的で興味深く魅力的

なスマートフォンのアプリケーションなど、再生可能なメディアやモバイ

ル・ラーニング・システムを使った学習は、生徒の関心を高め、学習意欲

を育むことができる。 

日本語学習の一つの側面は文法である。日本語学習者は文型を理解し

、その文の使い方を適切かつ正しく理解できなければならない。Anggraen

i(2015)は、外国語、特に日本語を学ぶ際に多くの問題が生じることがあ

る。実際、高校生のような基礎的な日本語学習者は、単語をつなげて文章

にするのが難しい。高校の国語教師に取材したところ、文型が多いために

文法学習が難しいことがわかった。 

Fajar(2021年)とsilmi(2018年)の研究によれば、興味深い学習メディアは

生徒の学習能力をサポートすることができると結論づけられる。スマー

トフォンのアプリケーションを学習メディア、特に日本語の学習メディ

アとして検討した肯定的な結果と研究の数を見て、過去のジャーナルか

ら参考文献を探したが、日本語学習、特に文法学習のためのHeyJapanア

プリケーションについて論じたものはあまりなかった。 

そこで本研究では、HeyJapanアプリケーションを基礎レベルの日本語

学習、特に文法学習の媒体として活用できるよう、その使用効果を調査し

た。HeyJapanのアプリケーションを使う理由は、文字、文法、語彙、発音

練習、ライティングからリスニングまで、各テーマで言語の様々な側面を



カバーしているからです。そこで研究者は、Labschool高校のX-2クラスの

高校生を対象に、「日本語の基礎文法学習にHey Japanアプリを活用」と

題した研究を実施することで、日本語学習者の基礎レベルにおける日本語

学習の媒体として、このアプリケーションを検証することに関心を抱いて

いる。 

B. 研究の問題提起 

1. 高校生の X-2クラス Labschool UPI（ラボスクール）の日本語文法の

学習において、Hey Japan アプリケーションメディアを使用する前

と使用した後では大きな違いはあるか。 

2. Labschool UPI のX-2クラスの高校生たちは、日本語の文法学習にお

いてアプリケーションメディア「Hey Japan」を使用することにど

のような反応を示すのだろうか。 

C. 研究の目的 

1. SMA Labschool UPIの X-2 クラスの生徒のテスト結果に、Hey Japan

のアプリケーションメディアを使った文法学習の適用前と適用後で

差があるかどうかを調べる。 

2. 日本語学習アプリ「Hey Japan」を使って、「食べ物」をテーマと

した日本語の基本文法を学習した生徒の反応を調べる。 

D. 研究の意義 

1. 理論的 

     本研究の成果は、スマートフォンのアプリケーションメディアを通

じた文法能力の学習と向上において、より興味深い別の選択肢を提供

することが期待される。特に「〜たべます・〜のみます」のような基

礎文法において。 

2.  実用的 

a. 研究者向け 



    本研究は、特に文型を学習するためのスマートフォンアプリと

いう学習メディアについて、研究者にとって有益な知見を加える

ことができ、また、この研究活動が多くの関係者にとって有益な

ものとなることが期待される。 

b. 教師用 

    この研究によって、日本語文法を学習する学生に直接適用でき

るスマートフォンアプリメディアがより明確になり、より多様な

学習雰囲気が生まれることが期待される。 

c.  学習者用 

     この研究が、学習者の日本語学習への動機づけの参考となる

ことが期待される。また、学習者にとっても、楽しい学習方法が

たくさんあるという新たな気づきが得られることを願っている。 

E.  先行研究 

    先行研究は、比較対象を見つけ、新しい研究調査を見つけるための努

力である。この研究の参考文献として、学習メディアとしてのアンドロ

イド・アプリケーションの影響について論じた先行研究結果のジャーナ

ルがある。 

   この点については、Fajar (2021)と Silmi (2019)が以前に行った調査によ

って補強されている。興味深い学習メディアは生徒の学習能力をサポー

トすることができるという先行研究に基づいている。特に今日のような

現代では、あらゆるものが洗練され、スマートフォンはほとんどの人が

持っているもののひとつだ。以前の研究では、言語学習メディアとして

のアンドロイドアプリケーションについて論じてきた。これらの 2 つの

研究で使用されたアプリケーションは、英語と日本語を学習するための

Duolingo アプリケーションであり、このアプリケーションは、アプリケ

ーション内の教材を理解する上で初心者学習者を助けることができると

結論付けることができる。先行研究や HeyJapan アプリに関する議論が多

くないことを参考に、研究者はこのアプリを基本的な日本語学習、特に



文法学習の媒体として研究することに興味がある。本研究では「食べ物」

をテーマに、語彙や文型（「たべます」「のみます」）について考察す

る。 

    学習用アプリケーションは、アンドロイドベースの携帯電話などのモ

バイル機器を使って教材コンテンツを配信するために使用できるメディ

アである（Hawari, 2020）。Musaddad（2016）は、学習メディアとしての

アンドロイド／iOS アプリケーションは、学生に新しい経験を提供し、

学習メディアとしてのスマートフォンの使用は、いつでもどこでもスマ

ートフォンを簡単に使用することができるように、広範なアクセスの単

純な形式であるため、学生の学習を容易にすると主張している。便利さ

とテクノロジーの発達により、学習用のアプリケーションはかなり多く

なっており、そのひとつが日本語学習用である。 

   Hey Japan アプリは、楽しく日本語を学ぶために特別にデザインされた

アプリです。このアプリは初級レベルから上級レベルまで日本語を学ぶ

ことができる。このアプリケーション・システムはゲームのようなもの

で、より高いレベルの素材に進みたければ、鍵を開けなければならなり

ません。コツは、練習問題までの過去問をこなすこと。すべて終了すれ

ば、鍵は勝手に開く。 

F. 先行方法 

    本研究は、定量的アプローチを実施する実験的研究を用いる。この研究

で使用された実験計画は準実験計画であり、対照クラス／比較クラスを持

たず、実験クラスのみを持つ研究である。この研究で提示された教材は、

テーマのひとつである「食べ物」について、Hey Japan のアプリを使った

文型（～食べます／～飲みます）とテーマに関連する語彙である。この研

究で使用される研究デザインは「One Group Pretest-Post-test Design」であ

り、これは、研究対象に対して最初に測定を行い（Pretest）、その後、研

究者がある治療（トリートメント）を行い、その後に再び測定を行う

（Post-tes）実験である。 



   本研究におけるデータ収集方法は、テスト（Pretest と posttest）、アンケ

ート、観察である。本研究の対象は、Labschool UPIの X-2クラスの高校生

で、総勢 26 名である。 

G. 研究結果 

     本研究で行われたデータ分析と観察から判断すると、食べ物や飲み物

をテーマとした日本語文法学習において、Hey Japan アプリを使用した治

療の前後で違いが見られた。Hey Japanのアプリケーションメディアを 3回

使用すると、食べ物や飲み物を表現する文型を作ることができるようにな

るなど、日本語文法の学習能力が向上した。治療中に出される練習問題か

らもわかるように、平均的な生徒は Hey Japan のアプリケーションで利用

できる練習問題に答えることができる。日本語文法、特に文型を学習する

ためのアプリケーション「Hey Japan」を使用した治療前の最初のテスト

（Pretest ）で得られた結果の平均は 41.61 点であった、  最終テスト

（Posttest）の生徒の平均値 87.15 は、UPI 評価の解釈から良好なカテゴリ

ーに含まれる。仮説検定に基づき、得られた tcount の値は 14.23 であり、

作業仮説（Hk）の結果は受け入れられる（tcount>ttable=Hk が受け入れら

れる）。これは、Pretest と Posttest の結果に有意な差があることを示して

いる。日本語文法学習は、学習者の興味と意欲を高めるために、興味深い

学習メディアによってサポートされる必要がある。 

    アンケート結果によると、調査サンプルのほとんどが、Hey Japan のア

プリケーションのデザインと機能は非常に魅力的で革新的であると回答し

ている。また、「Hey Japan」アプリケーションに含まれる練習問題や練

習ユニットが日本語学習に役立つという点でも、ほとんどのサンプルが同

意した。ただし、このアプリケーションに対する生徒の反応は良かったも

のの、このアプリケーションは使用前にまずダウンロードする必要がある

ため、生徒はメモリ容量に不満を漏らした。肯定的な反応と欠点から、



Hey Japan アプリケーションは基礎的な日本語学習、特に基礎的な日本語

文法の学習をサポートし、適していると結論づけることができる。 

H. 終わりに 

    調査データの結果から、Hey Japan アプリのメディアを使った治療の前

後で違いがあることから、スマートフォンアプリ、特に Hey Japan アプリ

の使用は、日本語学習、特に興味深く、使いやすく、柔軟性のある文法学

習のメディアとして代替利用できると結論づけられる。 
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